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寺
院
教
会
結
社
と
い
う
三
段
階
方
式
は
必
要
か

森　

下　

龍　

浄

■　

は
じ
め
に
…
…
教
会
・
結
社
か
ら
の
聞
き
取
り
で
わ
か
っ
た
こ
と
。

　

結
社
と
い
う
と
「
政
治
結
社
」
か
と
間
違
わ
れ
、「
秘
密
結
社
」
か
と
疑
わ
れ
る
。
教
会
と
い
う
と
「
キ
リ
ス
ト
教
会
」
で
は
な
い
こ

と
を
、
ま
ず
は
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
多
い
長
崎
で
は
。
県
庁
の
宗
教
担
当
者
な
ど
「
日
蓮
宗
は
な
ぜ
三
段
階
な

の
で
す
か
」
と
逆
に
質
問
し
て
く
る
始
末
で
あ
る
。

　

神
奈
川
県
・
辻
本
師
は
ミ
ト
ラ
・
サ
ン
ガ
機
関
誌
上
に
「
都
市
開
教
・
拠
点
確
保
は
可
能
か
」
と
し
て
「
三
百
坪
の
規
定
を
ク
リ
ア
ー

す
る
こ
と
の
困
難
さ
」
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
宗
務
院
・
宗
務
所
は
法
人
設
立
書
類
作
成
指
導
の
面
や
ら
、
設
立
が
叶
っ
た
場
合
の

労
い
方
や
ら
、
ま
だ
ま
だ
の
感
あ
り
、
考
慮
願
い
た
い
。」
と
訴
え
て
い
る
。
…
…
長
崎
県
合
川
宗
務
所
長
も
同
じ
意
識
を
も
っ
て
所
長

会
議
で
似
た
よ
う
な
質
問
を
し
た
由
で
あ
る
。

　
「
す
べ
て
◎
◎
寺
で
い
い
と
こ
ろ
を
、
教
会
結
社
と
あ
る
の
が
不
思
議
で
な
ら
な
い
」「
新
興
宗
教
に
間
違
わ
れ
る
」「
差
別
で
は
な
い

か
」「
こ
れ
か
ら
の
人
の
芽
を
摘
む
仕
組
み
」（
寺
庭
婦
人
三
氏
）。

　
「
寺
院
教
会
結
社
」
の
「
寺
院
」
へ
の
一
本
化
方
策
は
な
い
も
の
か
。
現
状
は
、
何
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

■　

宗
祖
も
あ
ば
ら
や
・
庵
室
か
ら
…
…
出
発
な
さ
っ
た
の
で
は
。

　

ど
う
も
本
宗
に
お
け
る
寺
院
設
立
の
際
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
は
し
な
い
か
。
条
件
を
ク
リ
ア
ー
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
諸
般
の
事
情
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が
あ
っ
た
の
か
、
と
に
も
か
く
に
も
ま
ず
は
単
立
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
の
今
後
を
、
想
定
範
囲
内
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
て
み
る
と
…
…
。
本
宗
に
帰
属
？
合
流
？
す
る
と
し
て
、
そ
の
許
可
の
可
否
が
云
々
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、

県
庁
が
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
宗
教
活
動
の
道
場
で
あ
る
」
と
し
て
許
可
し
た
も
の
を
、「
伝
道
宗
門
」
を
標
榜
す
る
本
宗
に
不
許
可
と
い
う

選
択
肢
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
有
り
と
す
れ
ば
「
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
信
者
は
「
宗
門
は
冷
た
い
ね
」
の
感
を
抱
こ

う
。
本
宗
の
規
則
に
不
案
内
で
あ
ろ
う
か
ら
「
伝
道
宗
門
」「
異
体
同
心
」
と
は
真
逆
の
印
象
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
い
と
す
れ
ば
、

設
立
時
に
す
で
に
「
寺
号
公
称
」
で
よ
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

結
社
な
ど
、
設
立
の
容
易
さ
と
そ
れ
に
連
動
す
る
責
任
（
法
人
）
の
所
在
も
担
保
さ
れ
て
な
く
、
宗
教
行
為
を
逸
脱
し
て
も
そ
の
対

処
・
対
応
が
悩
ま
し
い
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
上
で
な
お
、
教
会
結
社
が
寺
院
に
「
昇
格
」
を
望
む
声
を
ど
う
す
る
。
教
会
結
社
、
信
者

は
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
寺
院
昇
格
を
期
待
し
、
又
は
「
こ
の
ま
ま
が
楽
で
い
い
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
。

　

私
が
教
会
結
社
の
信
者
で
あ
っ
た
と
し
て
、
ま
ず
は
、
当
然
、「
◎
◎
寺
」
の
称
号
を
も
ら
っ
て
、
他
に
も
同
道
を
勧
め
た
い
と
思
う

も
の
。
そ
れ
ら
信
者
さ
ん
か
ら
の
声
を
聞
い
た
者
と
し
て
そ
う
言
え
る
。
寺
院
で
は
な
く
、
教
会
・
結
社
を
見
る
信
者
側
の
信
用
度
（
こ

れ
か
ら
初
め
て
教
会
結
社
を
識
る
時
、
寺
院
と
同
じ
よ
う
に
何
ら
違
和
感
な
く
、
信
じ
て
尋
ね
て
行
っ
て
み
よ
う
か
と
腰
を
あ
げ
る
か
ど

う
か
）
の
問
題
・
課
題
。
檀
家
に
な
ろ
う
に
も
不
安
感
が
あ
る
。
こ
の
先
何
百
年
も
安
心
し
て
お
世
話
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

■　

布
教
拠
点
確
保
へ
の
助
成
…
…
宗
門
は
、
助
成
し
よ
う
と
態
勢
を
整
備
し
て
お
ら
れ
る
。
資
金
な
ど
の
提
供
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
寺

号
許
可
の
声
が
多
い
。
同
じ
大
き
さ
の
題
目
旗
を
押
し
立
て
て
進
み
た
い
の
に
、「
小
旗
を
振
り
な
さ
い
」
と
し
て
い
る
み
た
い
で
、
共

同
歩
調
の
実
効
性
が
心
も
と
な
い
。
横
に
広
が
っ
て
進
も
う
に
も
、
つ
な
ぐ
手
に
差
別
の
匂
い
が
あ
れ
ば
、
異
体
同
心
で
の
邁
進
は
お
ぼ

つ
か
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
解
釈
改
憲
」
に
チ
エ
を
絞
る
で
な
く
、「
暫
定
措
置
」
に
も
逃
げ
な
い
。「
会
通
」
を
も
持
ち
出
さ
な
い
、
本
当

の
環
境
整
備
。
必
死
に
平
等
を
目
指
し
、
こ
ぞ
っ
て
宗
門
運
動
に
邁
進
し
よ
う
と
す
る
時
、
こ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
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が
…
…
。

■　

教
会
・
結
社
問
題
は
寺
院
問
題
…
…
ミ
ト
ラ
会
員
な
ら
ず
と
も
、
寺
院
昇
格
を
望
む
声
は
多
い
。
片
や
寺
院
側
で
あ
る
。
公
許
を
う

け
た
ら
も
う
双
六
の
上
が
り
よ
ろ
し
く
、
い
ま
通
っ
て
き
た
困
難
の
山
坂
に
目
を
そ
そ
が
な
い
と
い
う
の
で
は
、
悲
し
す
ぎ
る
。「
す
で

に
公
許
を
得
し
も
の
は
、
未
だ
得
ざ
る
も
の
に
奉
仕
」
の
姿
勢
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
宗
門
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
の
一
つ
と
い
え
よ
う
か

…
…
黒
人
問
題
は
白
人
問
題
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
…
…
。
他
宗
門
信
徒
へ
の
ま
な
ざ
し
ど
こ
ろ
か
、
実
は
我
が
宗
内
同
胞
へ
の
ま
な
ざ
し

が
冷
た
い
の
で
は
な
い
の
か
。
一
種
の
無
関
心
、
ネ
グ
レ
ク
ト
と
い
わ
れ
る
の
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
。
先
発
寺
院
は
ど
ん
な
助
勢
が
で

き
る
の
か
。
宗
制
検
討
も
含
め
て
、
現
代
宗
教
研
究
所
こ
そ
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
思
う
。
そ
の
専
門
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
究
め
て
も
ら
い

た
い
。

　

他
宗
門
の
巨
大
資
金
に
指
を
く
わ
え
て
嘆
く
の
で
な
く
、
す
ぐ
に
も
手
を
付
け
ら
れ
そ
う
な
の
は
、
こ
の
三
段
階
方
式
を
一
律
に
地
均

し
す
る
よ
う
宗
門
を
後
押
し
す
る
こ
と
。
初
歩
を
踏
み
出
し
た
布
教
拠
点
を
そ
の
方
面
か
ら
も
助
勢
す
る
こ
と
は
究
め
て
意
義
の
あ
る
こ

と
で
あ
る
と
思
う
。

■　

五
千
か
寺
み
ん
な
手
を
つ
な
ご
う
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
…
…

　

解
決
策
を
探
り
た
い
。
一
般
寺
院
の
一
人
と
し
て
前
向
き
に
考
え
る
人
た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
た
い
。
長
い
間
通
用
し
て
き
た
こ
と
を
転

換
す
る
に
は
困
難
は
常
に
つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
、
御
題
目
を
い
た
だ
く
本
宗
に
希
望
の
二
文
字
も
こ
れ
ま
た
ピ
タ
リ
と
寄
り
添
っ
て
い

る
は
ず
。
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
を
起
こ
そ
う
。「
あ
っ
そ
う
か
、
そ
う
い
う
手
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
妙
案
・
段
階
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

更
に
も
う
一
歩
進
ん
で
「
わ
ァ
、
す
ば
ら
し
い
仕
組
み
」
と
い
う
日
の
到
来
が
近
か
ら
ん
こ
と
を
…
…
。
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御
遺
文
に
学
ぶ
災
難
と
飢
餓
人
口
十
億
人
の
現
在

三　

谷　

祥　

祁

　

お
手
元
に
、
わ
た
く
し
手
作
り
の
研
究
資
料
を
四
点
お
配
り
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
点
は
発
表
の
骨
子
を
ま
と
め
た
レ
ジ
ュ
メ
で
す
。
二
点
目
は
〈
災
難
に
関
わ
る
語
彙
周
辺
〉
と
書
か
れ
た
十
五
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
が

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
蓮
宗
電
子
聖
典
か
ら
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
意
図
す
る
探
求
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。
上
段
一
列

に
は
、
ど
の
御
遺
文
に
、
ど
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
災
難
に
関
わ
る
二
十
五
種
の
語
彙
を
表
示
し
ま
し
た
。
法

華
経
に
も
見
ら
れ
る
語
彙
に
は
、
上
段
の
該
当
番
号
内
を
黄
色
に
し
て
い
ま
す
。
飢
餓
は
、
立
正
安
国
論
、
立
正
安
国
論
（
広
本
）、
兄

弟
鈔
、
師
子
王
御
書
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
蓮
聖
人
の
御
文
章
に
は
、
飢
餓
よ
り
も
飢
渇
（
け
か
ち
）
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

検
索
語
彙
を
飢
餓
と
同
義
語
の
飢
渇
に
し
ま
し
た
。
左
側
に
は
、
六
〇
一
編
の
御
遺
文
を
年
代
順
に
書
い
て
い
ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
御
真

蹟
現
存
、
御
真
蹟
曽
存
、
御
真
蹟
断
片
現
存
、
御
真
蹟
断
簡
現
存
の
書
は
番
号
内
を
青
色
に
し
ま
し
た
。
御
遺
文
に
は
、
台
風
、
災
害
、

環
境
、
貧
困
、
平
和
な
ど
の
言
葉
は
使
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
状
況
を
知
る
た
め
に
検
索
熟
語
を
一
文
字
に
も
し
ま
し
た
。
左
の
御

遺
文
と
上
段
の
語
彙
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
語
彙
数
を
書
き
ま
し
た
。
左
記
（
）
内
は
、
六
〇
一
編
の
御
文
章
に
見
え
る
総
語
彙
数
で
す
。

　

二
十
五
種
の
語
彙
は
、
悪
（
一
九
七
三
語
）・
難
（
一
四
七
〇
語
）・
死
（
八
〇
三
語
）・
魔
（
三
二
九
語
）・
病
（
二
四
二
語
）・
乱

（
一
四
三
語
）・
蒙
古
（
一
〇
二
語
）・
害
（
八
十
九
語
）・
大
風
（
八
十
三
語
）・
流
罪
（
八
十
二
語
）・
疫
病
（
六
十
四
語
）・
禍
（
五
十

一
語
）・
災
難
（
四
十
六
語
）・
大
火
（
四
十
三
語
）・
地
震
（
三
十
七
語
）・
彗
星
（
三
十
三
語
）・
天
変
（
三
十
二
語
）・
飢
饉
（
三
十
一

語
）・
旱
魃
（
二
十
九
語
）・
飢
渇
（
二
十
八
語
）・
叛
逆
（
二
十
七
語
）・
地
夭
（
二
十
七
語
）・
侵
逼
（
二
十
五
語
）・
大
雨
（
二
十
三
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語
）・
貧
窮
（
二
十
三
語
）
で
す
。
法
華
経
（
四
四
〇
七
語
）
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
（
三
二
七
語
）
の
語
彙
を
そ
の
あ
と
に
つ
け
ま
し
た
。

二
十
五
種
の
中
か
ら
、
検
索
語
彙
が
特
に
多
い
御
遺
文
は
、
守
護
国
家
論
38
歳
（
二
四
七
語
）
を
筆
頭
に
、
開
目
抄
51
歳
（
二
二
一
語
）、

立
正
安
国
論
・
広
本
57
歳
（
一
八
六
語
）、
立
正
安
国
論
39
歳
（
一
四
九
語
）、
撰
時
抄
54
歳
（
一
二
七
語
）、
災
難
対
治
鈔
39
歳
（
一
〇

八
語
）、
報
恩
抄
55
歳
（
九
十
八
語
）、
種
種
御
振
舞
御
書
54
歳
（
六
十
九
語
）、
観
心
本
尊
抄
52
歳
（
六
十
六
語
）、
兄
弟
抄
54
歳
（
六
十

一
語
）、
法
蓮
抄
54
歳
（
五
十
四
語
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法
華
経
が
非
常
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
御
遺
文
は
、
守
護
国
家
論
一
九

〇
語
、
開
目
抄
一
五
九
語
、
撰
時
抄
一
二
八
語
、
報
恩
抄
一
五
六
語
で
す
。
蒙
古
の
語
彙
は
、
四
十
七
歳
時
の
御
執
筆
、
安
国
論
御
勘
由

来
に
始
ま
り
、
弘
安
五
年
十
月
七
日
六
十
一
歳
、
池
上
で
の
波
木
井
殿
御
書
ま
で
の
十
五
年
間
、
六
十
六
編
の
御
文
章
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
天
変
地
妖
の
荒
れ
狂
う
我
が
国
土
は
蒙
古
の
危
機
が
重
な
り
、
長
い
歳
月
を
滅
亡
か
属
国
か
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

立
正
安
国
論
は
正
嘉
元
年
秋
の
大
地
震
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ご
撰
述
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ご
当
地
、
池
上
宗
仲
公
の
館
に
於
い
て

安
国
論
の
最
終
御
講
義
を
さ
れ
た
こ
と
、
文
応
元
年
三
十
九
歳
の
七
月
十
六
日
、
北
条
時
頼
公
へ
ご
奏
進
以
降
の
二
十
数
年
間
、
片
時
も

離
さ
ず
大
難
に
も
屈
せ
ず
立
正
安
国
論
の
理
念
を
保
ち
続
け
ら
れ
た
真
の
根
源
は
、
正
嘉
元
年
よ
り
も
、
も
っ
と
以
前
に
あ
り
、
ご
出
家

の
動
機
と
志
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
天
変
地
異
の
惨
状
を
見
聞
き
し
、
知
っ
て
お
ら
れ
、
ご
縁
者
へ
の
ご

供
養
を
さ
れ
る
た
め
に
も
、
使
命
感
を
抱
き
ご
出
家
を
し
て
仏
と
な
り
「
恩
あ
る
人
を
も
助
け
ん
」
と
誓
願
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
蓮
聖
人
は
ど
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、
お
手
元
の
三
点
目
の
資
料
〈
天
変
地
異

史
〉
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
頼
朝
が
安
房
へ
上
陸
以
降
、
鎌
倉
幕
府
成
立
前
後
か
ら
日
蓮
聖
人
の
国
家
諫
暁
ま
で
の
八
十
年
間
の
災

害
記
録
で
す
。

　

ご
覧
の
よ
う
に
、
昔
の
二
つ
の
都
が
天
変
地
異
の
集
中
砲
火
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
京
都
が
、
鎌
倉
が
、
毎
年
の
よ
う
に
地
震
の
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。
地
震
、
旱
魃
、
大
雨
、
洪
水
、
大
火
、
彗
星
出
現
な
ど
の
天
変
地
妖
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
表
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
天
災
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
源
平
争
乱
、
比
企
氏
の
乱
、
承
久
の
乱
、
宝
治
合
戦
が
加
わ
り
、
戦
の
た
め
に
田
畑
は
荒
ら
さ
れ
放
題
、
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人
々
の
生
活
は
困
窮
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
飢
え
た
百
姓
や
民
衆
た
ち
が
飢
餓
難
民
と
し
て
都
へ
逃
避
す
る
た
め
に
、
京
の
都
も
飢
饉
に

陥
り
、
賀
茂
川
を
せ
き
と
め
る
ほ
ど
の
不
幸
が
あ
り
ま
し
た
。『
方
丈
記
』
に
は
、
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
、
亡
骸
四
万
二
千
三
百
体
余
り

の
額
に
阿
字
を
書
き
続
け
供
養
を
さ
れ
た
僧
隆
暁
の
名
が
見
え
ま
す
が
、
こ
の
方
は
、
京
都
に
預
け
ら
れ
た
頼
朝
の
三
男
、
七
歳
の
貞
暁

を
育
て
た
師
匠
で
す
。
後
に
、
貞
暁
法
印
は
高
野
山
で
、
五
坊
寂
静
院
を
開
基
さ
れ
ま
し
た
。
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
で
は
、
日
蓮
聖
人
の

高
野
御
登
頂
は
、
宝
治
二
年
二
十
七
歳
の
時
で
す
か
ら
、
貞
暁
法
印
が
一
二
三
一
年
に
遷
化
さ
れ
て
か
ら
、
十
七
年
目
の
こ
と
で
し
た
。

　

鎌
倉
は
相
模
湾
に
面
し
て
い
る
た
め
に
、
地
震
に
よ
る
津
波
で
八
幡
宮
の
社
殿
、
家
屋
が
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
模
ト
ラ
フ
が
日
本
海

溝
か
ら
房
総
半
島
の
間
を
通
っ
て
相
模
湾
へ
走
っ
て
い
ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
ふ
る
さ
と
房
総
半
島
最
南
端
安
房
国
の
地
震
・
津
波
の
被
害

も
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
安
房
の
災
害
史
な
ど
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
ご
生
誕
の
地
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
天
変
地
異
史
〉
に
は
、
三
つ
の
大
飢
饉
が
あ
り
ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
お
爺
さ
ま
の
時
代
、
一
一
八
一
年
、
源
平
争
乱
の
最
中
に
起
こ

っ
た
「
養
和
の
大
飢
饉
」
が
あ
り
ま
し
た
。
十
二
歳
の
日
蓮
聖
人
が
清
澄
寺
へ
入
ら
れ
た
当
時
は
、
鎌
倉
期
最
大
の
「
寛
喜
の
大
飢
饉
」

の
真
只
中
で
し
た
。
こ
の
飢
饉
は
、
国
民
の
総
数
を
三
分
の
一
に
減
少
さ
せ
た
全
国
最
大
規
模
の
飢
饉
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
正
安
国
論
を
ご
執
筆
さ
れ
た
頃
は
、「
正
嘉
の
大
飢
饉
」
の
真
只
中
で
し
た
。
地
震
に
遭
わ
れ
た
こ
と
は
数
知
れ
ず
、
鎌
倉
期
最
大
の

大
飢
饉
を
宗
祖
は
、
二
度
も
体
験
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
災
難
に
貧
窮
す
る
衆
生
を
お
救
い
す
る
た
め
に
、
安
国
論
を
ご
撰
述
し
、
正

法
へ
の
至
心
を
説
き
続
け
ら
れ
た
強
い
ご
信
念
は
、
正
嘉
元
年
秋
の
大
地
震
が
起
こ
る
遥
か
以
前
か
ら
萌
芽
さ
れ
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
日
蓮
聖
人
御
誕
生
前
年
の
承
久
の
乱
は
、
後
鳥
羽
上
皇
や
愛
妾
亀
菊
の
荘
園
へ
の
年
貢
滞
り
が
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
、
飢
饉
の
故
に
起
こ
っ
た
も
の
で
し
た
。
日
蓮
聖
人
は
、
度
重
な
る
惨
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
天
も
国
家
も
相
手
に
諌
め
続
け

た
ご
生
涯
で
し
た
。
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
へ
の
信
仰
を
説
き
、
現
代
に
通
じ
る
人
類
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
環
境
問
題
の
解
決
を
鎌
倉
幕

府
に
諫
言
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
日
か
ら
、
七
百
五
十
年
後
の
現
在
、
こ
の
二
十
一
世
紀
の
今
、
安
国
論
に
書
か
れ
た
天
変
地
妖
な
ど
、

日
蓮
聖
人
が
危
惧
し
て
お
ら
れ
た
大
難
が
、
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
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現
代
世
界
の
他
国
侵
逼
難
は
人
を
殺
傷
す
る
戦
争
や
経
済
戦
争
で
す
。
世
界
か
ら
見
た
自
界
叛
逆
難
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
チ
ェ
チ

ェ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
の
内
戦
を
指
し
ま
す
。
星
宿
変
化
難
と
日
月
薄
蝕
難
は
、
太
陽
や
月
、
星
の
天
体
活
動
が
及
ぼ
す
災

難
で
す
が
、
中
に
は
、
人
間
に
よ
る
Ｃ
Ｏ2

の
大
量
放
出
と
相
乗
し
て
、
地
球
の
気
候
変
動
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
の
四
点
目
の
作
成
資
料
（
平
成
二
十
二
年
度
世
界
の
災
害
記
録
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
の
世
界
の
災
害
記
録
は
伝
染
病
に
罹
患

す
る
人
衆
疾
疫
難
、
雨
の
被
害
を
受
け
る
非
時
風
雨
難
、
旱
魃
・
渇
水
の
過
時
不
雨
難
が
含
ま
れ
ま
す
。
現
代
は
、
鎌
倉
期
に
は
想
像
も

出
来
な
か
っ
た
近
代
科
学
繁
栄
ゆ
え
の
大
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
四
月
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
氷
河
火
山
の
噴
火
に
よ
り
飛
行
機
が
飛

べ
ず
、
三
十
カ
国
も
の
空
港
閉
鎖
の
ケ
ー
ス
。
四
月
、
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
湾
海
洋
油
田
の
爆
発
事
故
に
よ
り
拡
大
し
た
海
面
の
油
を

消
す
た
め
に
有
害
な
石
油
分
散
剤
撒
布
に
よ
る
二
次
汚
染
。
六
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
ブ
リ
ャ

ン
ス
ク
州
で
二
十
八
ヵ
所
の
森
林
火
災
。
十
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ム
工
場
廃
液
貯
水
池
の
決
壊
な
ど
の
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

度
重
な
る
戦
乱
や
大
規
模
な
気
候
変
動
も
影
響
し
て
、
世
界
の
飢
餓
人
口
は
十
億
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
先
月
、
Ｗ
Ｅ
Ｐ
・
国
連

世
界
食
料
計
画
の
発
表
で
は
、
本
年
、
九
億
二
五
〇
〇
万
人
に
減
少
す
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
シ
カ
ゴ
の
穀
物

取
引
市
場
や
国
内
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
命
の
糧
が
得
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
飢
餓
の
原
因
は
、
気
候
変
動
、
環
境
破

壊
、
戦
争
・
紛
争
に
よ
る
貧
困
、
原
油
の
高
騰
、
穀
物
が
動
物
の
飼
料
や
バ
イ
オ
燃
料
に
な
る
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
世
界
の

環
境
破
壊
と
食
料
危
機
は
、
日
本
も
大
き
な
接
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
世
界
最
大
の
食
料
輸
入
国
で
あ
り
、
食
料
の
六
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
外
国
の
水
、
資
源
、
労
働
な
ど
の
厖
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
年
間
で

消
費
さ
れ
る
食
料
の
二
割
は
、
生
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
り
ま
す
。

　
「
私
達
の
食
べ
て
い
る
物
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
手
元
に
届
く
の
か
。
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
ど
の
よ

う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
」
を
探
求
し
ま
す
と
、
世
界
の
現
状
が
見
え
て
き
ま
す
。
貧
し
い
国
の
農
民
が
育
て
た
穀
物
を
輸
入
す
る

豊
か
な
国
は
、
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
を
作
り
、
穀
物
を
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
、
食
肉
産
業
の
飼
料
に
し
て
、
多
く
の
牛
や
豚
を
育
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て
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
の
影
響
下
で
経
済
大
国
が
買
え
ば
買
う
ほ
ど
、
穀
物
市
場
は
高
騰
し
、
貧
し
い
国
は
困
窮
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

食
料
飽
食
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
飽
食
が
、
飢
餓
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
（
サ
ハ
ラ
砂
漠
よ
り
南
側
の

国
々
）
に
生
ま
れ
て
、
お
乳
の
出
な
い
乳
房
を
頼
り
に
、
や
っ
と
五
歳
ま
で
生
き
延
び
た
栄
養
不
足
の
子
が
、
発
達
障
害
や
病
魔
に
勝
て

ず
、
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
違
う
か
ら
、
し
ょ
う
が
な
い
」、「
な
に
か
し
て
あ
げ
た
い
が
遠
す
ぎ
る
な
あ
」
な
ど
の
話
を
す
る
前
に
、
今
日

か
ら
飢
餓
を
無
く
す
た
め
に
、
私
達
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、（
一
）
遠
来
の
物
を
買
わ
な
い
、
買
え
ば
、

貧
困
層
の
子
供
た
ち
の
食
べ
物
を
搾
取
す
る
、
生
産
と
輸
送
に
は
、
た
く
さ
ん
の
Ｃ
Ｏ2

が
排
出
さ
れ
る
、
こ
の
関
係
性
を
認
識
す
る
。

（
二
）
な
る
べ
く
車
に
乗
ら
ず
、
公
共
機
関
を
利
用
す
る
（
飢
餓
が
起
こ
る
原
因
に
理
由
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
）。
こ
の
地
上
に
暮
ら
す
私

達
は
、
い
ま
飢
餓
の
世
界
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。
日
常
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
無
い
出
来
事
の
た
め
、
遠
く
の
国
で
苦
し
む
人
の
い
た

み
が
届
き
に
く
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
気
付
き
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
目
的
意
識
は
高
ま
り
ま
す
。
人
と
し
て
い
か
に
ふ
る
ま
う
か

に
よ
り
、
暖
か
い
心
が
伝
わ
り
ま
す
。
飢
餓
を
な
く
す
こ
と
は
、
鎌
倉
期
最
大
の
飢
饉
を
体
験
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
悲
願
で
し
た
。
立
正

安
国
論
は
、
飢
餓
、
け
か
ち
の
中
か
ら
望
み
を
託
し
て
生
ま
れ
た
の
で
す
。
今
世
紀
、
人
類
が
有
史
以
降
初
め
て
直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
問
題
は
、
鎌
倉
時
代
に
、
日
蓮
聖
人
が
魁
ら
れ
、
生
涯
を
掛
け
て
の
根
幹
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
認
識
し
ま
し
た
。
今

回
の
研
究
資
料
か
ら
、
飽
食
国
は
、
環
境
・
貧
困
・
飢
餓
撲
滅
の
責
任
あ
る
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
作
成
の
研
究
資
料
一
点
を
要
約
、
抜
粋
し
、
左
記
に
添
付
し
ま
し
た
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
祖
壽
、
地
震
は
鎌
倉
地
震
で
す
。

　
（
参
考
文
献
は
、
社
団
法
人
日
本
地
震
学
会
の
年
表
・
吾
妻
鏡
・
日
本
天
災
地
変
誌
・
日
本
地
震
資
料
・
日
本
災
変
通
志
な
ど
）

〈
天
変
地
異
史
〉
日
蓮
聖
人
の
国
家
諫
暁
迄
の
四
十
年
間

一
二
二
一
年
（
承
久
三
年
）　
　

正
月
、
鎌
倉
乞
食
千
人
に
施
行
。
五
月
承
久
の
乱
。
九
月
ま
で
火
事
多
発
、
一
月　

十
月
地
震

12　三谷氏.indd   9512　三谷氏.indd   95 12/10/03   10:0912/10/03   10:09



「教化学研究２」2011. 3 96

一
二
二
二
年
（
貞
応
元
年
）
１　

二
月
十
六
日
御
誕
生
、
五
、
十
月
地
震
、
七
月
、
十
一
月
大
地
震　

八
月
の
十
六
日
間
連
夜
彗
星

一
二
二
三
年
（
貞
応
二
年
）
２　

二
、
五
、
十
月
、
大
地
震

一
二
二
四
年
（
元
仁
元
年
）
３　

二
、
四
、
五
、
六
、
九
、
十
一
月　

地
震　
　

五
月
、
京
都
大
地
震

一
二
二
五
年
（
嘉
禄
元
年
）
４　

正
月
、
三
、
五
、
十
、
十
一
月
、
地
震　

十
月
大
地
震　

火
事
頻
々

一
二
二
六
年
（
嘉
禄
二
年
）
５　

三
、
四
、
六
、
七
、
八
、
十
、
十
二
月
地
震　

火
災
頻
　々
　

二
月
〜
六
月
、
天
下
大
疫
病

一
二
二
七
年
（
安
貞
元
年
）
６　

正
月
、
二
、
三
、
四
、
五
、
十
二
月　

地
震
、
九
月　

大
地
震　

疫
病

一
二
二
八
年
（
安
貞
二
年
）
７　

四
、
五
、
九
、
十
二
月　

地
震
、
大
風　

火
災
頻
々

一
二
二
九
年
（
寛
喜
元
年
）
８　

一
、
六
月
、
地
震
、
一
、
十
二
月
、
大
地
震
、
鎌
倉
飢
饉
、
広
沢
の
池
渇
水

一
二
三
〇
年
（
寛
喜
二
年
）
９　

正
月
京
都
地
震
、
鎌
倉
各
月
、
地
震
多
発　

全
国
大
凶
作　

飢
饉　

人
身
売
買
、
餓
死
者
多
数

一
二
三
一
年
（
寛
喜
三
年
）
10　
「
寛
喜
の
大
飢
饉
」
人
身
売
買
激
増　

正
月
、
二
月
、
京
都
大
風
、
火
事
頻
繁

一
二
三
二
年
（
貞
永
元
年
）
11　
「
寛
喜
の
大
飢
饉
」
凶
作
。
八
月　

貞
永
式
目
施
行
。
九
月
地
震　

彗
星
、
十
月
彗
星
出
現

一
二
三
三
年
（
天
福
元
年
）
12　
「
寛
喜
の
大
飢
饉
」
清
澄
寺
ご
入
門
。
京
都
咳
病
流
行
、
三
月
大
風
大
雨　

七
月
井
戸
乾
く

一
二
三
四
年
（
文
暦
元
年
）
13　
「
寛
喜
の
大
飢
饉
」
二
、
八
月
京
都
大
地
震　

八
月
末
〜
九
月
中
炎
早
続
き
、
霧
島
山
噴
火

一
二
三
五
年
（
嘉
禎
元
年
）
14　

三
月
大
地
震　

四
月
四
回
、
五
月
五
回
、
九
月
地
震　

七
月
甚
雨　

鎌
倉
中
洪
水
、
正
月
京
都
大
火

一
二
三
六
年
（
嘉
禎
二
年
）
15　

二
、
四
月
地
震　

六
月
三
回
地
震　

十
一
月
大
火

一
二
三
七
年
（
嘉
禎
三
年
）
16　

六
月
京
都
大
地
震　

八
月
鎌
倉
大
地
震　

十
一
月
鎌
倉
洪
水

一
二
三
八
年
（
暦
仁
元
年
）
17　
〈
鎌
倉
ご
遊
学
中
〉
十
一
、
十
二
月
鎌
倉
地
震

一
二
三
九
年
（
延
応
元
年
）
18　
〈
鎌
倉
ご
遊
学
中
〉
五
月
一
日　

幕
府
・
人
身
売
買
禁
止
令
。
十
月
風
雨
甚
大　

地
震　

大
火

一
二
四
〇
年
（
仁
治
元
年
）
19　
〈
鎌
倉
ご
遊
学
中
〉
彗
星　

正
月
二
、
四
、
八
、
九
、
十
一
月
。
地
震　

一
、
二
、
三
、
四
、
八
月
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一
二
四
一
年
（
仁
治
二
年
）
20　
〈
鎌
倉
ご
遊
学
中
〉
正
月
彗
星
。
二
、
四
、
五
月
大
地
震　
　
　

一
二
四
二
年
（
仁
治
三
年
）
21　

正
月
大
雪　

二
月
地
震　

火
災
頻
　々

清
澄
へ
ご
帰
山　
〈
比
叡
・
近
畿
地
方
ご
遊
学
の
途
へ
〉

一
二
四
三
年
（
寛
元
元
年
）
22　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
正
月
京
都
大
火
、
三
月
鎌
倉
甚
雨　

五
月
大
地
震

一
二
四
四
年
（
寛
元
二
年
）
23　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
七
月
京
都
地
震
、
七
、
九
月
鎌
倉
地
震　

十
一
月
大
洪
水
、
鎌
倉
天
変

一
二
四
五
年
（
寛
元
三
年
）
24　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
一
、
二
、
三
月
彗
星　

七
月
京
都
、
近
江
、
大
地
震

一
二
四
六
年
（
寛
元
四
年
）
25　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
一
、
十
二
月
京
都
大
地
震
、
鎌
倉
四
、
五
月
地
震　

十
一
、
十
二
月
大
地
震

一
二
四
七
年
（
宝
治
元
年
）
26　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
六
〜
八
月　

関
東
大
兵
乱
（
宝
治
合
戦
）、　

十
月
、
十
一
月
大
地
震

一
二
四
八
年
（
宝
治
二
年
）
27　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
高
野
登
頂　

三
月
近
畿
地
方　

大
風
雨　

大
洪
水
、

一
二
四
九
年
（
建
長
元
年
）
28　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
一
、
二
、
三
、
四
月　

京
都
出
火　

三
月
京
都
中
大
焼
亡

一
二
五
〇
年
（
建
長
二
年
）
29　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
七
月
鎌
倉
地
震
十
数
回　

九
月
名
越
辺
り
焼
亡

一
二
五
一
年
（
建
長
三
年
）
30　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
一
月
二
度
、
八
月
京
都
地
震
、
鎌
倉
六
月
ひ
ょ
う
、
七
月
降
雪
、
十
月
地
震

一
二
五
二
年
（
建
長
四
年
）
31　
〈
比
叡
・
近
畿
ご
遊
学
中
〉
鎌
倉
二
月
大
火
、
五
月
地
震 

七
月
大
地
震 

五
月
京
都
洪
水 

大
飢
饉
の
年

一
二
五
三
年
（
建
長
五
年
）
32　

清
澄
帰
山　

四
月
二
十
八
日　

立
教
開
宗　

六
月
大
地
震　

九
月
地
震　

十
二
月
大
火　

鎌
倉
ご
草
庵

一
二
五
四
年
（
建
長
六
年
）
33　

一
月
鎌
倉
大
火　

人
家
百
宇
被
災　

五
月
京
都
大
地
震　

七
月
鎌
倉
大
風
雨　

十
一
月
大
地
震

一
二
五
五
年
（
建
長
七
年
）
34　

六
月
大
流
星　

十
二
月
京
都
地
震　

こ
の
年
、
赤
斑
病
流
行
、
児
童
多
く
死
亡

一
二
五
六
年
（
康
元
元
年
）
35　

一
月
鎌
倉
洪
水　

雷
電　

六
月
大
雨
洪
水　

六
、
七
月
霜
雪
降
る　

十
一
月
大
地
震　

旱
魃
疫
病
の
年

一
二
五
七
年
（
正
嘉
元
年
）
36　
「
正
嘉
の
大
飢
饉
」
八
月
関
東
南
部
、
鎌
倉
大
地
震　

大
旱
魃　

大
地
震　

大
疫
病　

餓
死
人
数
知
れ
ず

一
二
五
八
年
（
正
嘉
二
年
）
37　
「
正
嘉
の
大
飢
饉
」
六
月
寒
冷　

冬
の
如
し　

五
穀
熟
せ
ず
大
飢
饉　

餓
死
者
の
数
を
知
ら
ず

一
二
五
九
年
（
正
元
元
年
）
38　
「
正
嘉
の
大
飢
饉
」『
守
護
国
家
論
』
撰
述　

大
疫
病
、
餓
死
人
多
し　

天
下
大
飢
饉
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一
二
六
〇
年
（
文
応
元
年
）
39　
「
正
嘉
の
大
飢
饉
」『
災
難
興
起
由
来
』『
災
難
退
治
鈔
』
撰
述　

三
月
大
地
震　

四
月
鎌
倉
中
焼
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
『
立
正
安
国
論
』
撰
述
・
奏
進　

八
月
地
震　

大
飢
饉　

疫
病
、〈
松
葉
ヶ
谷
法
難
〉

二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
日
発
表　
　

於
・
宗
務
院
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